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＜連絡事項＞
・お休みをしていた売店を2/12（水）より、再開します。

＜患者様連絡事項＞
・木原　真理菜様～2/12　14：00から面会の前に主治医面談を内科診察室にて実施。その後14：30からモニター面会となる。

[bookmark: _GoBack]・嶋森　修子様～2/12採血し、糖尿悪化無ければ自宅への退院許可あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中他室侵入し他者への迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時は妄想的訴えは聞かれず、穏やかである。不穏興奮無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。スタッフコールあり、都度対応している。疼痛の訴えは聞かれず。16:00本人希望にて継続指示ロラゼパム（0.5）１T内服。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・北村　奈美様～終日隔離中。朝食はスタッフ介助にて全量、昼食は数口で終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr.患者様診察情報＞
・塚本　倉藏様～フルコナゾールは5日間投与したため中止。補液はCK改善しており、ヴィーンＤ500ml１本中止とし、1500→1000mLへ減量する。

・滝田　英人様～状態変化なく処方変更なし。肩の疼痛持続しており、ケトプロフェンテープ４０ｍｇ処方。

・風張　久美子様～本人から外出の希望があるが、感染流行期であり春以降の外出を勧めている。精神状態変化なく、処方変更なし。

・磯嶋　茜様～落ち着いており苛々する様子はない。生理がきたら伝えるよう説明している。みちのく記念病院への転院を進め、情報提供書を作成している。

・和田　昌様～日中ぼんやりしている様子あり、朝・昼のコントミン減量している。テープ貼付部の発赤あり、コロイドクリーム処方となり、塗布の指示あり。

・田村　智美様～幻聴は持続しており夜間の睡眠状態も不良。臨時薬内容変更し７日分処方となる。

＜入院患者様情報①＞
　日　　時：令和7年2月11日
　氏　　名：円子　牧子様（まるこ　まきこ）様
　生年月日：昭和42年5月22日(57歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　十和田市出生。現在独居、二世帯住宅であるため長男夫婦も同居。初診時、夫が胆管癌であり余命半年の告知を受けていた為、在宅介護のため仕事は退職していた。（夫は現在死去している）
　初飲は20歳の頃で、毎日飲酒するようになったのは37～8歳頃。元々飲酒量は多い方であると感じており、職場の健康診断でも肝臓の数値について指摘をされていた。日中から飲酒することもあり、酩酊状態でトラブルや易怒的となることは特段ないが、飲酒すると毎回ブラックアウトをしていた。減酒治療目的にて令和5年1月27日当院初診。初診時より入院加療強く希望されていたため当院での調整を行っていたが、調整中に酒量の増加、飲酒行動の制止ができず夫への暴言が見られ車に立て籠もるなどの行動が見られていた。令和5年2月18日に松平病院へ初診、任意入院となっている。同年4月29日退院後は同院へ定期通院をし令和6年2月からは仕事も始めていたが、同年9月再飲酒している所を息子に見られ、当院で入院治療をするよう勧められ令和7年1月10日当院再診。診察にて、断酒目的にてアルコールプログラム施行目的で入院意向あり、本日東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。
